
『
所
安
遺
集
』
に
つ

、し

要
　
　
木
　
　
純

　
コ
兀
詩
の
興
る
や
、
始
ま
る
こ
と
遺
山
自
り
す
。
中
統
、
至
元
而
後
、
時
は
承
平
に
際
し
、
尽
く
宋
、
金
の
余
習
を
洗
う
。
則
ち
松

雪
之
が
侶
と
為
る
。
延
祐
、
天
暦
の
間
、
文
章
は
鼎
の
ご
と
く
盛
ん
な
り
。
希
践
の
大
家
は
、
則
ち
虞
、
楊
、
萢
、
掲
之
が
最
と
為
す
。

至
元
改
元
、
人
材
輩
出
す
。
新
を
標
し
て
異
を
頷
す
る
は
、
則
ち
廉
夫
之
が
雄
と
為
す
。
而
し
て
元
詩
の
変
極
ま
れ
り
実
」
（
顧
嗣
立

『
元
詩
選
』
初
集
辛
集
　
楊
維
槙
の
条
よ
り
）

　
顧
嗣
立
の
『
元
詩
選
』
は
、
単
に
博
捜
を
志
す
の
で
は
な
く
、
独
自
の
文
学
観
を
以
て
、
元
詩
全
体
を
通
観
せ
ん
と
企
図
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
右
の
如
き
説
明
を
見
る
時
、
筆
者
は
、
所
謂
、
元
四
大
家
と
楊
維
槙
等
と
の
間
に
存
す
る
世
代
に
対
す
る
顧
氏
の
評
価
の

低
さ
を
或
い
は
読
み
と
れ
る
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
「
延
祐
、
天
暦
の
間
」
と
い
う
語
に
、
そ
の
世
代
が
包
括
さ
れ
る
に
せ
よ
、
ま
た
、

欧
陽
玄
や
黄
繕
ら
の
実
力
に
言
及
す
る
文
が
他
に
あ
る
に
せ
よ
浅
そ
の
世
代
に
属
す
る
文
学
活
動
に
対
し
て
、
小
詩
人
の
群
れ
を
見
る

か
の
如
く
、
顧
氏
は
冷
淡
で
あ
る
。

　
こ
の
世
代
は
、
元
四
大
家
と
数
年
の
年
齢
差
し
か
な
い
が
、
何
よ
り
も
仁
宗
朝
、
延
祐
年
間
に
復
活
せ
ら
れ
た
科
挙
に
同
世
代
の
多

く
が
挑
み
、
う
ち
幾
人
か
が
政
治
の
中
枢
で
活
躍
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
南
人
出
身
の
人
材
が
輩
出
し
、
出
生
は
南

宋
期
で
あ
っ
て
も
、
元
朝
の
人
問
と
い
う
自
覚
が
強
く
、
二
二
世
紀
前
半
の
し
ば
ら
く
の
大
平
を
前
後
の
時
期
に
比
べ
れ
ば
や
や
安
逸

に
過
し
た
世
代
で
あ
る
。

　
中
国
史
に
お
い
て
、
文
学
が
輝
き
を
増
す
の
は
、
多
く
体
制
の
草
創
期
か
崩
壊
期
に
属
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
安
定
期
、
平
和
期

の
文
学
に
は
変
化
が
乏
し
く
見
え
る
。
そ
し
て
大
局
的
な
「
文
学
史
」
の
見
地
か
ら
傭
駁
す
れ
ば
、
変
化
の
見
に
く
い
文
学
が
等
閑
に

『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て

一
九



二
〇

付
さ
れ
る
の
は
や
む
を
え
な
い
面
が
あ
る
が
、
文
学
の
日
々
の
営
為
に
、
未
だ
何
を
生
み
出
す
べ
き
か
解
答
の
見
え
な
い
ま
ま
に
暗
中

模
索
を
試
み
る
個
々
の
文
学
者
の
挑
戦
1
そ
れ
ら
の
多
く
は
継
承
者
も
な
く
中
途
挫
折
す
る
の
で
あ
る
が
1
に
、
感
情
移
入
し
た
視
点

か
ら
検
討
す
べ
き
も
の
が
、
文
学
研
究
の
対
象
に
は
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ゆ
る
「
文
学
史
」
の
光
が
届
か
ぬ
闇
の
部
分
を

筆
者
は
し
ば
ら
く
追
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
「
文
学
史
」
で
は
、
表
現
の
「
模
傲
」
や
「
弛
緩
」

は
意
義
の
無
い
も
の
と
さ
れ
る
が
、
筆
者
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
模
倣
」
し
て
い
て
も
、
そ
の
文
学
的
快
楽
は
従
来
の
作
晶
の
快
楽

と
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
弛
緩
」
に
は
そ
の
由
っ
て
来
た
る
ゆ
え
ん
が
何
か
あ
り
、
そ

の
あ
り
よ
う
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
は
作
者
の
極
私
的
、
瞬
間
的
な
快
楽
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
案
外
に
同
時
代

（
或
い
は
更
に
超
時
代
）
に
通
底
す
る
快
楽
の
一
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
今
こ
こ
に
、
文
学
史
的
に
は
一
顧
だ
に
さ
れ
な
い
陳
泰
な
る
人
の
『
所
安
遺
集
』
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
「
文
学
史
」
的
に
名
を
残

し
た
同
世
代
の
欧
陽
玄
や
黄
繕
ら
に
比
べ
て
、
体
制
（
政
治
的
体
制
で
あ
る
と
と
も
に
「
文
学
史
」
的
体
制
で
あ
る
）
に
関
わ
る
部
分

が
少
な
い
だ
け
に
、
こ
の
世
代
の
暗
黙
の
了
解
で
あ
っ
た
が
、
後
世
の
人
に
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
、
文
学
的
快
楽
の
あ
り
よ
う
に
迫

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
陳
泰
が
い
か
な
る
人
で
あ
っ
た
か
、
や
は
り
通
説
的
な
も
の
と
し
て
、
顧
嗣
立
の
「
元
詩
選
』
初
集
、
己
集
の
そ
の
条
を
引
こ
う
。

「
泰
字
は
志
同
、
長
沙
茶
陵
の
人
。
延
祐
の
初
、
欧
陽
玄
と
同
に
郷
に
挙
げ
ら
る
。
『
天
馬
賦
』
を
以
て
薦
せ
ら
る
る
を
得
た
り
。
考

官
評
し
て
日
く
、
気
骨
は
蒼
古
、
音
節
は
悠
然
た
り
。
天
門
洞
開
す
れ
ば
、
天
馬
は
以
て
自
ら
見
わ
る
可
し
実
、
と
。
龍
泉
の
簿
に
官

し
、
吟
詠
を
以
て
自
ら
恰
ぶ
。
別
号
は
所
安
、
『
所
安
遺
集
」
一
巻
有
り
。
其
の
曽
孫
明
の
郷
貢
の
進
士
朴
の
編
す
る
所
な
り
。
後
に

華
亭
の
教
諭
章
之
を
刻
し
て
以
て
世
に
行
わ
る
。
成
化
中
、
内
江
令
鐙
重
刻
す
、
而
し
て
轟
損
す
る
こ
と
半
を
過
ぎ
た
り
。
存
す
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
む

の
者
は
歌
行
多
し
と
為
す
、
亦
清
娩
と
し
て
致
き
有
る
也
」

　
欧
陽
玄
と
同
じ
く
今
の
湖
南
（
当
時
湖
北
と
合
わ
せ
て
湖
広
）
の
人
で
、
延
祐
元
年
（
二
二
一
四
）
の
郷
試
、
そ
し
て
、
翌
年
の
大

都
で
の
会
試
を
受
け
た
人
で
あ
り
、
こ
の
世
代
の
先
頭
を
走
る
選
手
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
経
歴
は
欧
陽
玄



と
明
暗
を
異
に
す
る
。
一
方
は
翰
林
の
臣
と
し
て
死
ぬ
ま
で
（
二
二
五
七
）
体
制
の
頂
点
で
あ
り
続
け
た
が
、
一
方
は
後
述
の
如
く
会

試
の
不
首
尾
に
よ
り
、
卑
官
の
ま
ま
終
っ
た
。

　
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
『
所
安
遺
集
』
の
項
も
陳
泰
の
生
涯
に
関
し
て
は
右
の
記
述
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
。
本
稿
の
立
論
に
は
、

こ
れ
で
支
障
が
な
い
が
、
本
論
文
で
底
本
に
す
る
光
緒
六
年
武
林
節
署
刊
本
（
後
述
）
の
『
所
安
遺
集
」
附
記
の
種
々
の
資
料
に
よ
っ

て
、
彼
の
最
期
に
っ
い
て
は
記
述
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
引
く
所
の
『
江
西
通
志
』
（
江
西
巡
撫
謝
日
丈
撰
）
「
鞍
州
府
名

宙
」
の
条
に
、

「
（
元
陳
泰
は
）
龍
南
に
ヂ
た
り
。
学
校
を
修
め
、
貧
窮
を
賑
郎
し
、
境
内
又
安
た
り
。
信
豊
の
洞
賊
は
境
に
臨
む
。
泰
は
兵
を
率
い

て
与
に
利
牛
鼻
山
に
戦
う
。
敗
績
し
て
之
に
死
す
。
士
民
悼
痛
し
て
、
馬
鞍
山
の
原
に
収
葬
し
、
祠
を
立
て
て
之
を
祀
る
」

と
あ
り
、
「
鞍
州
府
祠
廟
」
の
条
に
も
、

「
忠
節
祠
は
龍
南
学
の
左
に
在
り
、
元
の
ヂ
の
陳
泰
を
祀
る
」

と
あ
る
。
『
所
安
遺
集
』
（
2
5
葉
表
）
に
「
龍
南
県
早
祷
於
沈
公
石
室
有
感
」
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
龍
南
の
ヂ
と
し
て
治
政
に
尽
し

た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
所
安
遺
集
』
附
録
に
陳
泰
と
同
時
代
人
の
江
西
の
人
李
祁
『
雲
陽
集
』
よ
り
「
題
刊
陳
所

安
文
集
」
を
引
く
。

「
天
馬
饒
騰
し
て
、
早
に
声
を
郡
渚
に
蛮
ば
す
。
鷲
鳳
伏
竃
し
て
、
寛
に
命
を
殊
郷
に
損
す
」

「
信
豊
洞
賊
」
の
詳
細
は
分
か
ら
ぬ
が
、
延
祐
二
年
（
二
二
一
五
）
の
察
五
九
の
乱
、
延
祐
五
年
（
：
二
一
八
）
の
劉
景
周
の
反
抗

（
『
元
史
』
「
仁
宗
本
紀
」
二
、
三
参
照
）
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
ら
ば
、
官
に
就
い
て
早
く
死
亡
し
た
こ
と
に
な
り
、

彼
の
詩
の
少
な
さ
が
、
遺
稿
の
「
轟
損
」
の
み
に
よ
る
も
の
で
無
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

「
所
安
遺
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
『
四
庫
全
書
提
要
」
を
ま
ず
引
こ
う
。

「
其
（
陳
泰
）
の
著
作
も
亦
た
未
だ
集
を
成
さ
ず
。
其
の
曽
孫
朴
に
至
り
て
始
め
て
裏
輯
し
て
以
て
此
の
編
を
成
す
。
故
に
『
遺
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

と
日
う
。
明
の
成
化
中
其
の
来
孫
鐙
等
重
刊
す
。
巻
末
に
「
旧
と
題
す
る
六
字
有
り
て
、
後
段
は
嚢
損
す
、
惜
し
い
哉
」
と
云
え
ば
、

『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て

二
一



二
二

則
ち
朴
の
輯
む
る
所
を
井
せ
て
も
亦
た
完
本
に
非
ざ
る
な
り
」

　
今
諸
本
に
附
さ
れ
る
陳
鐙
の
『
後
敗
』
に
、
テ
キ
ス
ト
出
版
ま
で
の
経
緯
は
詳
し
い
。
今
見
ら
れ
る
の
は
皆
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
復
刊

ま
た
は
妙
本
で
あ
る
。
『
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
（
一
九
八
五
、
新
文
豊
出
版
公
司
）
の
『
所
安
遺
集
』
の
藩
柏
澄
に
よ
る
叙
録
に
い
う
。

「
清
四
庫
全
書
著
録
す
。
又
超
之
珪
の
星
鳳
閣
妙
本
、
金
侃
妙
本
（
商
務
印
書
館
「
酒
芳
橦
秘
笈
」
収
す
）
有
り
。
光
緒
六
年
（
一
八

八
○
）
武
林
節
署
刊
本
頗
る
精
な
り
、
末
に
泰
の
伝
記
資
料
多
則
を
附
す
、
他
本
の
無
き
所
と
為
る
、
薮
に
即
ち
拠
り
て
以
て
影
印
す
」

　
今
回
、
星
鳳
閣
妙
本
を
除
く
、
四
庫
全
書
文
淵
閣
本
、
金
侃
紗
本
、
そ
し
て
こ
の
武
林
節
署
刊
本
を
見
る
を
得
た
。
各
テ
キ
ス
ト
に

は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
が
、
大
き
な
違
い
は
な
く
、
藩
氏
の
言
の
と
お
り
武
林
節
署
刊
本
が
校
勘
も
施
さ
れ
て
精
密
で
あ
り
、
伝
記

資
料
を
収
め
て
便
利
で
あ
る
の
で
、
筆
者
も
こ
れ
を
底
本
に
用
い
て
他
本
を
参
照
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
陳
泰
の
文
学
に
対
す
る
、
恐
ら
く
一
般
的
で
あ
ろ
う
評
価
と
し
て
、
や
は
り
『
四
庫
全
書
提
要
』
の
所
論
を
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
む
ね

「
今
作
る
所
の
七
言
歌
行
を
観
る
に
、
十
の
七
八
に
居
り
。
大
致
気
格
は
李
白
に
近
く
、
而
し
て
造
句
は
則
ち
多
く
李
賀
、
温
庭
筍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

類
す
。
或
い
は
奔
鞍
太
だ
過
ぎ
、
劉
し
て
而
し
て
留
ま
ら
ざ
る
を
免
れ
ず
、
又
時
に
粗
廓
に
傷
ぎ
、
元
（
欧
陽
玄
の
こ
と
）
の
風
規
大

雅
に
し
て
、
典
型
を
具
有
す
る
に
及
ば
ざ
る
を
免
れ
ず
と
難
も
、
要
す
る
に
其
の
才
気
は
縦
横
、
頗
る
奇
句
多
く
、
亦
た
自
ら
浬
没
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し

可
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
久
し
く
晦
れ
て
而
し
て
終
に
世
に
伝
わ
る
も
、
亦
た
由
有
り
桑
」

　
王
士
禎
も
『
所
安
遺
集
』
を
評
し
て
（
『
所
安
遺
集
』
附
録
所
引
『
居
易
録
』
）
、

「
右
集
一
巻
。
元
の
長
沙
の
進
士
、
陳
泰
志
同
の
著
。
歌
行
馳
騎
し
て
、
筆
力
太
白
の
風
有
り
。
元
人
諸
名
家
の
中
に
在
り
て
、
当
に

道
園
（
虞
集
）
の
下
、
諸
公
の
上
に
居
る
べ
し
。
名
は
甚
だ
し
く
は
著
ら
か
な
ら
ず
。
豊
に
名
位
卑
し
け
れ
ば
な
り
耶
」

『
所
安
遺
集
』
附
録
所
引
の
超
之
珪
『
星
鳳
閣
蔵
書
後
記
』
「
所
安
遺
集
敗
」
に
よ
れ
ば
、

「
漁
洋
の
宋
元
詩
に
於
け
る
や
、
許
可
す
る
こ
と
少
な
し
。
其
の
推
重
す
る
こ
と
の
此
く
の
若
き
か
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
以
て
王
士
禎
の
陳
泰
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
さ
れ
ど
も
筆
者
は
、
こ
れ
ら
、
陳
泰
の
詩
を
元
詩
史
に
お
け
る
唐
詩
模
倣
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
論
議
を
離
れ
て
、
『
提
要
』
に
も



指
摘
す
る
ご
と
く
欧
陽
玄
等
の
詩
壇
の
主
流
か
ら
外
れ
て
い
っ
た
陳
泰
個
人
の
事
情
、

文
学
が
内
包
す
る
あ
る
志
向
に
着
目
し
て
、
考
察
を
加
え
た
い
。

通
常
の
「
文
学
史
」

に
収
ま
ら
な
い
　
陳
泰
の

　
元
代
の
文
学
者
に
お
い
て
、
科
挙
に
お
け
る
自
己
の
答
案
は
、
後
世
の
八
股
文
と
は
違
っ
て
、
文
学
的
な
（
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ

ず
政
治
的
、
社
会
的
な
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
が
、
中
国
文
明
の
特
徴
で
あ
る
が
）
出
発
点
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

　
少
し
時
代
は
遅
れ
る
が
、
至
正
年
間
の
銀
試
に
及
第
し
た
元
末
の
詩
人
、
銭
維
善
は
、
次
の
ご
と
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
有
名
だ
。

「
銭
思
復
は
嘗
て
断
江
省
銀
試
に
赴
く
。
時
に
断
江
潮
賦
を
出
す
。
三
千
人
中
皆
銭
塘
江
の
曲
江
為
る
を
知
ら
ざ
る
に
、
思
復
独
り
之

を
用
い
る
。
蓋
し
枚
乗
の
七
発
に
出
づ
。
考
官
其
の
巻
を
得
て
大
い
に
喜
び
、
前
列
に
責
く
。
思
復
帰
り
て
乃
ち
曲
江
草
堂
を
構
え
、

暮
年
自
ら
称
し
て
曲
江
老
人
と
日
う
」
（
明
の
都
穆
『
南
濠
詩
話
』
）

　
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
か
っ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
科
挙
に
お
け
る
作
晶
の
出
来
は
、
知
識
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
大
い
に

喧
伝
さ
れ
、
そ
の
作
者
の
商
標
の
如
き
も
の
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
陳
泰
の
場
合
も
、
『
所
安
遺
集
』
の
冒
頭
に
収
め
る
「
天
馬
賦
」
が
、
彼
の
文
学
の
出
発
と
な
り
、
評
価
の
原
点
と
な
っ
た
。
先
に

引
用
し
た
、
い
わ
ば
陳
泰
に
対
す
る
弔
辞
で
あ
る
、
李
祁
の
文
に
も
、
「
天
馬
饒
騰
し
、
早
に
声
を
郡
渚
に
蛮
ば
す
」
と
あ
り
、
「
天
馬
」

は
陳
泰
に
死
ぬ
ま
で
つ
い
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

「
天
馬
賦
」
に
つ
い
て
は
、
陳
泰
の
同
郷
の
先
輩
で
あ
る
劉
読
が
陳
泰
に
贈
っ
た
「
天
馬
歌
贈
炎
陵
陳
所
安
」
が
『
所
安
遺
集
」
の
附

録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
劉
読
の
別
集
の
『
桂
隠
集
』
よ
り
引
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
、
文
淵
閣
本
『
四
庫
全
書
』
所
収

の
『
桂
隠
詩
集
』
巻
二
で
原
詩
を
見
る
と
、
小
字
注
が
題
の
次
行
に
あ
っ
て
、

「
所
安
名
は
泰
。
甲
寅
『
天
馬
賦
」
を
以
て
薦
を
領
す
。
下
第
し
て
頗
る
遇
わ
ず
。
故
に
此
を
以
て
之
を
嘆
ず
」

と
い
う
。
筆
者
は
、
こ
の
「
下
第
」
を
、
劉
読
自
身
の
こ
と
に
属
す
る
可
能
性
も
考
え
っ
っ
（
劉
読
は
、
こ
の
後
十
年
に
わ
た
っ
て
科

挙
に
挑
戦
す
る
が
っ
い
に
成
功
し
な
か
っ
た
）
、
や
は
り
陳
泰
の
大
都
の
会
試
に
お
け
る
不
首
尾
を
指
す
と
思
う
。
陳
泰
は
そ
れ
ゆ
え

に
卑
官
し
か
得
ら
れ
ず
、
科
挙
落
第
の
劉
読
と
は
同
情
し
あ
う
仲
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
天
馬
歌
』
の
最
後
に
い
う
、

『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て

二
三



二
四

「
吾
れ
聞
く
、
天
子
の
腰
十
二
閑
、
駿
騒
並
び
に
収
め
ら
れ
、
棄
放
せ
ら
る
る
無
し
。
金
根
の
雲
里
－
は
都
門
を
出
で
、
喚
取
す
る
こ
と

薙
容
に
し
て
山
杖
粛
な
ら
ん
」

　
い
っ
か
は
元
朝
で
重
用
さ
れ
ぬ
は
ず
は
な
い
と
、
陳
泰
を
な
ぐ
さ
め
、
お
の
れ
も
な
ぐ
さ
め
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
出
世
の
上
で
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
文
学
者
の
出
発
点
と
し
て
は
上
々
の
成
功
を
収
め
、
知
識
人
界
に
彼
を
最
初

に
印
象
づ
け
た
の
が
、
こ
の
『
天
馬
賦
』
で
あ
っ
た
。
『
所
安
遺
集
』
の
冒
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
『
所
安
遺
集
」
の
末
の
方
に
、

例
え
ば
「
戊
戌
元
日
」
詩
（
三
十
四
葉
表
）
な
ど
早
期
の
作
晶
と
思
わ
れ
る
も
の
が
少
数
収
め
ら
れ
て
い
る
が
（
戊
戌
は
二
一
九
八
年
）
、

そ
れ
ら
は
恐
ら
く
後
人
が
補
っ
た
も
の
で
、
筆
者
は
、
陳
泰
が
生
前
に
意
図
し
た
で
あ
ろ
う
”
原
〃
『
所
安
集
』
の
構
成
は
『
天
馬
賦
』

を
冒
頭
に
お
い
て
、
そ
れ
以
後
の
作
晶
、
し
か
も
最
も
得
意
と
す
る
七
言
歌
行
体
の
み
を
そ
の
後
に
配
列
し
て
、
『
天
馬
賦
』
以
前
の

作
晶
や
、
七
言
歌
行
本
以
外
の
形
式
の
作
晶
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
轟
損
』

に
よ
っ
て
作
晶
が
失
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
お
の
れ
の
作
晶
群
を
一
種
の
芸
術
的
統
合
体
と
し
て
残
し
た
か
っ
た
か
ら
今
の
よ
う
な
形

の
『
所
安
遺
集
』
に
な
っ
た
と
考
え
る
方
が
釈
然
と
す
る
点
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
孫
知
人
が
編
集
し
た
に
し
て
も
、
そ

れ
は
生
前
の
陳
泰
の
文
学
的
志
向
を
充
分
に
活
か
す
形
で
成
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
別
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
っ
て
も
、
賦
と
七
言
歌
行
本
は
共
通
す
る
点
が
多
い
。
長
短
句
が
ま
じ
り
、
換
韻
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
論

理
性
よ
り
も
感
情
に
訴
え
る
こ
と
に
重
点
が
あ
る
。
高
ら
か
に
朗
諦
し
て
こ
そ
、
そ
の
快
楽
は
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
。
陳
泰
は
二
っ

の
ジ
ャ
ン
ル
に
通
底
す
る
も
の
を
明
ら
か
に
感
じ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
賦
一
作
晶
の
後
に
、
七
言
歌
行
体
が
並
ぷ
構
成
は
、
不
思

議
で
は
な
い
。

　
陳
泰
の
文
学
的
人
生
を
決
定
づ
け
た
と
い
っ
て
よ
い
『
天
馬
賦
」
を
以
下
段
を
追
っ
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
題
の
後
に
付
さ
れ
た
「
考
試
官
批
」
に
つ
い
て
。
『
元
詩
選
」
や
『
四
庫
全
書
提
要
』
が
恐
ら
く
は
、
陳
泰
の
気
骨
を
強
調

せ
ん
が
た
め
に
、
意
図
的
に
引
用
し
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
疑
う
ら
く
は
楚
辞
に
熟
す
る
者
か
。
然
れ
ど
も
悲
嘆
を
免
れ
ず
。
意
う
に
疑
う
ら
く
は
必
ず
山
林
滝
滞
の
士
か
」



の
く
だ
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
純
粋
な
賞
讃
で
は
な
く
、
彼
の
作
晶
1
－
答
案
を
前
に
し
た
と
ま
ど
い
で
あ
る
。
『
天
馬
賦
』

と
い
う
試
験
題
が
な
ぜ
出
さ
れ
た
か
。
日
に
千
里
を
走
る
才
能
を
持
っ
馬
で
も
、
名
調
教
師
た
る
伯
楽
に
出
会
わ
ね
ば
、
驚
馬
の
ま
ま

で
終
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
韓
愈
の
「
雑
説
」
を
有
名
な
例
と
し
て
、
こ
れ
が
君
臣
関
係
の
比
楡
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
見
て
と

れ
る
。
そ
し
て
、
有
り
難
く
も
元
朝
が
科
挙
を
実
施
し
た
の
だ
か
ら
、
知
識
人
た
る
者
、
積
極
的
に
自
ら
を
と
り
た
て
て
く
れ
る
皇
帝

を
こ
と
ほ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
常
道
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
陳
泰
は
、
楚
辞
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
、
君
主
に
と
り
た
て

ら
れ
ぬ
悲
哀
の
面
を
歌
い
す
ぎ
る
。
進
ん
で
新
王
朝
に
仕
官
の
場
を
見
っ
け
る
べ
き
な
の
に
、
山
林
に
と
ど
ま
る
隠
者
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
考
試
官
は
や
や
た
し
な
め
る
口
調
で
「
天
門
洞
開
す
れ
ば
、
天
馬
以
て
自
ら
見
る
可
し
実
」
と
続
け
る
の
で
あ
る
。
『
元
詩
選
』

等
の
不
十
分
な
引
用
の
し
か
た
は
、
読
者
を
ま
ど
わ
せ
る
と
思
う
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
陳
泰
の
体
制
に
反
逆
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
か

と
い
っ
て
、
完
全
に
は
体
制
に
順
応
で
き
ず
あ
る
程
度
の
隔
膜
を
お
い
て
し
ま
う
性
格
を
読
み
と
る
。
欧
陽
玄
の
『
圭
斎
文
集
』
も
、

同
じ
科
挙
試
験
の
解
答
で
あ
ろ
う
「
天
馬
賦
」
を
冒
頭
に
掲
げ
、
彼
の
文
学
者
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
を
印
象
づ

け
る
。
そ
の
筆
致
は
、
陳
泰
の
と
か
な
り
趣
き
を
異
に
す
る
。
確
か
に
才
能
を
見
出
さ
れ
な
い
天
馬
の
悲
哀
を
詠
み
は
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
に
「
客
」
に
難
ぜ
さ
せ
て
、
や
が
て
馬
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ

「
庶
幾
わ
く
は
、
之
を
玄
黄
の
外
に
求
む
れ
ば
、
則
ち
亦
た
駿
骨
の
市
る
可
き
也
」

　
こ
の
あ
た
り
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ち
が
い
が
、
一
方
を
体
制
の
頂
点
に
立
た
し
め
、
一
方
を
ま
さ
に
驚
馬
に
交
わ
る
天
馬
の
如

く
地
を
は
い
ず
り
回
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
天
馬
に
っ
い
て
は
、
李
白
を
は
じ
め
過
去
多
量
の
作
晶
が
存
在
す
る
が
、
そ
し
て
陳
泰
も
欧
陽

玄
も
こ
と
ば
の
上
で
は
そ
れ
ら
を
典
故
と
し
て
用
い
る
が
、
表
現
が
同
じ
で
も
そ
こ
に
凝
め
ら
れ
る
実
感
は
、
過
去
と
違
う
も
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
の
ユ
ー
ラ
シ
ァ
大
陸
筒
覇
に
よ
っ
て
、
「
天
馬
」
は
、
も
は
や
空
想
上
の
産
物
で
は
な
く
な
っ
て
、

実
際
に
西
域
よ
り
移
入
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
元
朝
の
征
服
と
い
う
新
た
な
状
況
を
生
々
し
く
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
時
期
も
状
況
も
ち
が
う
が
、
欧
陽
玄
が
至
正
二
年
、
沸
郎
国
か
ら
贈
ら
れ
た
「
天
馬
」
に
つ
い
て
類
を
記
し
て
い
る
（
「
圭
斎

文
集
」
巻
一
）
の
も
参
考
に
な
ろ
う
。

『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て

二
五



二
六

　
さ
て
、
本
文
第
一
段
。

「
龍
有
る
が
若
し
分
、
渥
注
の
子
、
栄
河
の
孫
。
（
批
、
便
ち
奇
蝿
）
産
す
る
こ
と
月
窟
自
り
し
、
大
宛
よ
り
来
た
る
。
筋
権
奇
に
し

て
而
し
て
虎
脊
な
り
分
、
肉
嘉
醜
に
し
て
峰
顧
な
り
。
精
神
変
化
し
て
測
る
可
か
ら
ず
今
、
上
星
房
の
垣
を
貫
く
。
朝
に
雛
を
河
済
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

発
し
号
、
哺
に
影
を
毘
寄
に
没
す
。
衡
勒
有
り
と
難
も
、
顧
み
る
に
暇
あ
ら
ず
分
、
彼
の
輿
隷
は
其
れ
焉
ん
ぞ
能
く
援
か
ん
。
（
批

筆
気
頴
願
た
り
）
」

　
は
じ
め
は
ご
く
す
な
お
に
天
馬
の
才
を
賞
讃
す
る
。
「
権
奇
」
の
語
の
使
用
な
ど
、
李
白
の
「
天
馬
歌
」
等
前
代
の
作
晶
を
そ
の
ま

ま
模
倣
し
た
部
分
が
多
い
が
、
筆
者
は
こ
こ
で
「
便
奇
堀
」
の
批
語
に
こ
だ
わ
り
た
い
。
批
者
が
、
陳
泰
に
対
し
て
必
ず
し
も
賞
讃
で

は
な
く
、
と
ま
ど
い
に
似
た
反
発
の
気
持
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
こ
の
場
合
も
賞
讃
一
方
で
は
な
く
、
何
か
の

と
ま
ど
い
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
に
対
し
て
か
。
筆
者
は
そ
の
内
容
に
対
し
て
よ
り
も
、
そ
の
形
式
（
○
○
○
分
、

○
○
之
○
、
○
○
之
○
と
、
後
半
が
対
句
に
な
っ
て
い
る
）
の
異
様
さ
に
対
し
て
だ
と
考
え
て
い
る
。
欧
陽
玄
の
「
天
馬
賦
」
の
冒
頭

は
、
「
騒
房
星
之
委
精
、
鍾
天
馬
之
権
奇
」
と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
で
あ
る
。
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
形
式
の
新
奇
さ
が
読
者
に
不

安
感
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
前
代
の
模
倣
に
終
始
し
な
い
。

　
次
の
段
。

「
昔
時
の
孔
だ
胴
な
る
に
遭
い
分
、
皐
樫
に
伏
し
て
而
し
て
中
頽
す
。
驚
胎
に
随
い
て
而
し
て
並
び
に
駕
し
分
、
又
或
い
は
騎
邊
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ

而
し
て
相
い
欺
く
。
揚
鼓
を
唆
い
て
而
し
て
飽
か
ず
号
、
美
豆
寂
の
期
す
可
け
ん
や
。
塩
車
に
輌
せ
ら
れ
て
而
し
て
太
行
に
登
り
号
、

路
は
岩
義
と
し
て
其
れ
険
崎
た
り
。
義
和
迫
り
て
而
し
て
将
に
曇
れ
ん
と
し
号
、
勢
蒼
黄
と
し
て
而
し
て
擢
萎
す
。
（
批
、
之
を
読
め

ば
帳
然
た
り
）
翻
翻
た
る
伯
楽
は
分
、
道
安
く
に
適
き
て
か
之
に
逢
う
。
法
然
と
し
て
子
が
為
に
涕
し
分
、
爾
は
何
ぞ
此
の
欲
に
困
ず

る
。
（
批
　
奇
気
掬
す
可
し
）
世
は
貴
賎
を
之
分
た
ず
号
、
信
に
焉
ぞ
夫
の
駿
を
用
て
為
さ
ん
や
。
剣
侃
を
解
き
て
以
て
質
と
為
し
今
、

吾
将
に
子
を
待
ち
て
而
し
て
西
の
か
た
帰
ら
ん
と
す
。
夫
の
大
漢
の
野
を
掃
空
し
て
号
、
寧
ろ
玄
圃
を
礫
し
て
而
し
て
崎
磁
に
騰
ら
ん
。

然
ら
ず
ん
ば
雲
に
乗
り
て
風
を
瞬
み
周
穆
を
載
せ
て
而
し
て
遠
覧
し
号
、
王
母
に
瑠
池
に
造
ら
ん
。
是
に
於
い
て
天
馬
は
、
首
を
傭
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
げ

沫
を
噴
き
、
露
を
振
り
て
仰
ぎ
肝
く
。
物
は
固
よ
り
各
の
遇
す
る
所
有
り
号
、
遇
は
固
よ
り
各
の
時
有
り
。
向
に
子
の
超
越
微
か
り
せ



ば
号
、
骨
は
委
絶
せ
ら
る
る
も
其
れ
誰
か
知
ら
ん
。
（
批
、
有
司
伯
楽
に
非
ず
と
難
も
、
能
く
子
が
為
に
刮
目
せ
ざ
ら
ん
邪
）
縦
い
逸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

気
の
凌
腐
た
る
も
号
、
独
り
子
が
為
に
俳
個
せ
ざ
ら
ん
や
。
儀
し
一
た
び
試
み
ら
れ
て
而
し
て
遠
か
に
舎
て
ら
る
る
も
分
、
鼓
車
に
駕

し
て
何
ぞ
悲
し
ま
ん
」

　
く
ど
い
ま
で
に
、
天
馬
の
不
遇
を
歌
い
続
け
る
。
武
林
節
署
本
『
所
安
遺
集
』
の
小
字
注
に
よ
る
と
、

　
「
按
ず
る
に
「
勢
は
蒼
黄
と
し
て
而
し
て
擢
萎
た
り
」
の
句
は
『
湖
広
通
志
』
に
「
汁
を
漉
し
て
地
に
溺
き
て
淋
離
た
り
」
に
作
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

下
に
「
豊
に
余
の
材
の
万
里
に
足
ら
ざ
る
か
分
、
顧
う
に
雲
を
鰯
み
て
之
安
く
に
か
施
さ
ん
。
將
た
賦
命
の
逢
わ
ざ
る
か
今
、
或
い
は

　
　
　
｝
」
｝
」

識
者
の
云
に
稀
な
る
か
。
惟
れ
孫
陽
の
燗
襲
な
る
今
、
銅
式
を
神
思
に
纏
む
。
麗
黄
己
に
独
り
解
く
に
冥
く
号
、
驚
駿
晴
ぞ
其
の
睡
砒

を
遁
れ
ん
。
麦
に
掩
抑
し
て
予
が
為
に
涕
す
号
、
爾
何
ぞ
此
の
歓
に
困
ず
る
」
と
云
い
、
下
「
世
は
貴
賎
を
之
分
か
た
ず
」
の
句
に
接

．
す
。
計
五
韻
凡
そ
十
句
。
此
の
本
は
僅
か
に
四
句
。
計
六
句
少
し
。
用
意
相
似
る
と
難
も
繁
簡
同
じ
か
ら
ず
」

　
思
う
に
こ
の
『
湖
広
通
志
』
所
引
の
文
の
方
が
、
陳
泰
の
答
案
の
原
文
で
『
所
安
遺
集
』
の
も
の
は
、
あ
ま
り
の
不
遇
の
描
写
の
く

ど
さ
に
、
後
に
削
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
表
現
と
し
て
も
、
例
え
ば
「
豊
余
材
之
不
足
於
万
里
号
」
は
一
旬
の
字
数
が
多
す
ぎ
る
1

そ
れ
は
慨
嘆
の
気
持
を
よ
り
強
く
表
そ
う
と
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
思
わ
れ
る
が
　
　
の
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
批
語
の
「
読
之
帳
然
」
も
、
先
と
同
様
、
表
現
の
う
ま
さ
を
た
た
え
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
不
遇
の
あ
ま
り
の
強
調
に
異
常
を
感
じ

た
と
と
れ
る
し
、
「
奇
語
可
掬
」
は
直
接
的
に
は
直
前
の
「
爾
何
困
乎
此
歓
」
と
い
う
見
慣
れ
ぬ
表
現
に
対
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ

こ
ま
で
の
十
句
以
上
に
及
ぷ
、
く
ど
さ
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
か
の
よ
う
な
表
現
の
た
た
み
か
け
に
対
す
る
驚
き
が
底
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
・

　
か
く
し
て
、
こ
の
不
遇
な
天
馬
が
伯
楽
に
見
出
さ
れ
、
感
謝
す
る
の
だ
が
、
そ
の
感
謝
の
し
方
に
は
お
の
れ
を
あ
ま
り
に
い
や
し
む

よ
う
な
、
率
直
で
な
い
消
極
的
な
面
が
あ
る
。
「
一
度
た
め
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
捨
て
ら
れ
て
鼓
車
を
引
く
よ
う
な
境
遇
に
陥
っ
て
も

悲
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」
お
目
を
か
け
て
頂
い
た
だ
け
で
有
難
い
。
が
、
そ
れ
以
上
の
抱
負
を
語
る
こ
と
な
く
、
唐
突
に
打
ち
切
ら
れ
た

よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。

　
こ
の
退
嬰
的
な
、
自
己
卑
下
的
な
雰
囲
気
に
考
試
官
は
反
発
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
「
有
司
伯
楽
に
非
ず
と
難
も
、
能
く
子
が
為
に

『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て

二
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刮
目
せ
ざ
ら
ん
邪
」
そ
う
悲
観
一
方
に
考
え
る
こ
と
は
な
い
と
た
し
な
め
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
の
段
は
あ
っ
気
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

「
伯
楽
復
た
嘆
じ
て
之
が
為
に
歌
い
て
日
く
、
天
馬
な
り
分
、
風
駿
、
竹
耳
を
批
ぎ
て
号
、
鏡
瞳
を
爽
む
。
少
く
し
て
自
ら
見
わ
れ
ず

今
、
老
い
て
愈
よ
工
み
な
り
。
嵯
哉
贈
艦
た
り
号
、
吾
爾
の
龍
為
る
を
知
る
」

　
伯
楽
が
、
ご
く
短
い
こ
と
ば
で
、
天
馬
に
そ
の
才
能
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
告
げ
て
終
る
の
で
あ
る
。
同
等
に
比
較
す
る
こ
と
は
問

題
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
欧
陽
玄
の
「
天
馬
賦
」
で
は
、
「
客
或
難
之
日
」
と
転
ぜ
ら
れ
て
か
ら
の
客
の
こ
と
ば
は
、
優
に
十
行

以
上
に
及
び
、
綾
々
と
し
て
、
今
が
天
馬
の
用
い
ら
れ
る
べ
き
時
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
対
し
て
、
陳
泰
の
、
「
天
馬
賦
」
の
こ
の
打

切
ら
れ
た
よ
う
な
表
現
は
、
余
韻
と
い
う
よ
り
も
落
ち
つ
か
な
い
不
安
感
を
与
え
る
。
こ
れ
こ
そ
彼
の
本
領
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ

は
欧
陽
玄
の
如
く
、
文
学
的
政
治
的
体
制
の
中
心
に
座
す
る
に
は
適
さ
な
い
性
格
で
あ
り
、
嵌
陥
と
し
て
従
来
無
視
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者
の
観
点
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
独
自
の
存
在
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
天
馬
賦
」
は
、
ま
こ
と

に
「
文
は
人
な
り
」
の
感
を
強
く
す
る
、
陳
泰
の
文
学
的
社
会
的
出
発
点
と
い
え
よ
う
。

　
「
天
馬
賦
」
全
体
に
つ
い
て
、
指
摘
す
べ
き
重
大
な
異
常
が
今
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
脚
韻
に
関
し
て
で
あ
る
。

　
今
段
ご
と
に
韻
字
を
列
挙
す
る
、

　
第
一
段
孫
、
宛
、
顔
、
垣
、
寄
、
援

　
第
二
段
　
頽
、
欺
、
期
、
崎
、
萎
、
之
、
欲
、
為
、
帰
、
磁
、
池
、
時
、
知
、
個
、
悲

　
第
三
段
　
駿
、
瞳
、
工
、
龍
。

　
全
て
、
平
声
韻
で
押
韻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
普
通
辞
賦
は
、
平
声
韻
の
次
は
灰
声
韻
と
．
い
う
よ
う
に
し
て
、
単
調
な
脚
韻
の
連
続

を
嫌
う
は
ず
で
あ
る
。
欧
陽
玄
の
「
天
馬
賦
」
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
敢
え
て
平
声
韻
だ
け
の
賦
を
作
っ
た
真
意

は
何
か
。
確
か
に
、
近
体
詩
を
作
る
上
で
、
読
書
人
は
ま
ず
平
水
韻
の
平
声
韻
の
字
を
覚
え
、
灰
声
韻
の
暗
記
を
あ
と
ま
わ
し
に
し
た

で
あ
ろ
う
か
ら
、
考
試
官
に
け
ち
を
っ
け
ら
れ
な
い
た
め
に
防
衛
的
に
平
声
韻
を
用
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
そ
ん

な
ま
に
あ
わ
せ
の
「
天
馬
賦
」
が
知
識
人
界
の
話
題
に
な
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
深
い
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、



こ
の
「
天
馬
賦
」
が
、
考
試
官
そ
し
て
我
々
読
者
に
異
常
な
印
象
を
与
え
る
根
底
に
は
、
こ
の
押
韻
形
式
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
る
。

　
ま
た
、
「
天
馬
賦
」
全
体
を
眺
め
て
感
ず
る
こ
と
は
、
い
み
じ
く
も
考
試
官
が
漏
し
た
「
楚
辞
に
熟
」
し
た
雰
囲
気
で
あ
る
。
ま
さ

に
、
陳
泰
の
出
身
の
湖
広
は
、
い
に
し
え
の
「
楚
」
の
領
域
で
あ
り
、
「
楚
辞
」
は
そ
の
地
の
伝
統
的
歌
謡
と
い
え
る
。
「
賦
」
で
あ
る

べ
き
な
の
に
、
敢
え
て
「
辞
」
の
雰
囲
気
を
持
つ
作
晶
を
仕
立
て
た
陳
泰
の
心
理
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
以
上
「
天
馬
賦
」
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
に
よ
っ
て
、
陳
泰
の
他
の
作
晶
　
　
主
に
七
言
歌
行
体
に
関
し
て
論

じ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
最
も
わ
か
り
や
す
い
脚
韻
の
あ
り
よ
う
を
調
べ
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
入
声
の
P
，
t
，
k
の
韻
の
通
押
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

「
題
超
子
昂
画
馬
歌
」
（
韻
字
例
）
墨
、
骨
。

「
黄
石
歌
」
石
、
入
、
兀
、
息
、
蜜
。

「
引
龍
珠
歌
」
骨
、
集
、
没
、
脈
。

「
桃
花
硯
歌
」
足
、
玉
、
熱
、
色
、
折
。

「
奇
石
歌
」
壁
、
疾
、
鰯
、
宅
。

「
泰
和
超
秋
臓
閨
七
タ
樂
章
」
赤
、
日
。

「
嵯
哉
行
、
和
周
卓
翁
韻
」
骨
、
活
、
窄
。

「
題
劉
光
朝
小
景
図
」
急
、
力
。

「
贈
講
海
陽
祈
雨
有
感
」
集
、
尺
。

「
周
難
南
諸
公
漉
龍
湖
、
時
余
以
病
不
借
、
和
籍
南
韻
」
月
、
得
。

「
賛
呈
平
山
王
万
戸
」
術
、
尺
。

　
『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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七
一
言
歌
行
体
の
冒
頭
の
句
や
換
韻
第
一
句
の
末
字
は
、
押
韻
し
て
い
る
も
の
と
見
な
し
た
。
李
賀
の
詩
な
ど
に
押
韻
せ
ぬ
例
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
陳
泰
の
歌
行
本
で
は
入
声
以
外
の
平
、
上
、
去
声
韻
は
お
お
む
ね
こ
の
原
則
を
守
っ
て
い
る
の
で
、
入
声
も
そ
う

で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
生
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
n
と
㎎
の
通
押
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

「
為
秋
堂
題
銭
舜
挙
所
画
呉
興
山
水
図
」
神
、
青
。

　
こ
れ
ら
の
通
押
の
多
く
は
、
陳
泰
の
方
言
の
あ
り
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
P
，
t
，
k
の
入
声
韻
尾
が

工
喉
門
閉
鎖
音
に
な
っ
て
い
る
方
言
や
、
鼻
母
音
化
等
に
よ
っ
て
n
、
㎎
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
方
言
の
中
で
、
人
と
為
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
だ
が
、
こ
と
は
、
方
言
に
惑
わ
さ
れ
て
、
切
韻
（
平
水
韻
）
体
系
ど
お
り
の
脚
韻
を
し
損
っ
た
と
説
明
で
き
る
よ
う
な
簡
単
さ
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
次
韻
（
和
韻
）
の
詩
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
陳
泰
の
地
方
一
般
に
、
共
通
規
範
意
識
の
成
立
す
る
作
法
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
だ
。
更
に
一
歩
す
す
め
て
い
え
ば
、
伝
統
（
平
水
韻
）
を
十
分
知
っ
て
い
な
が
ら
、
わ
ざ
と
お
の
れ
の
地
域
の
独
自
性
を
主

張
せ
ん
が
た
め
に
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
「
天
馬
賦
」
で
平
声
韻
ば
か
り
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
態
度
と
一
見
相
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
地
域
の
独
自
性
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
伝
統
か
ら
は
ず
れ
た
入
声
韻
通
押
を
用
い
れ
ば
よ
い
は
ず
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
仔

細
に
考
え
れ
ば
、
根
底
に
同
じ
態
度
が
存
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
い
や
し
く
も
科
挙
で
あ
る
以
上
は
、
伝
統
か
ら
は
ず
れ

た
通
押
を
用
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
厳
密
に
伝
統
的
な
入
声
韻
を
守
る
の
は
、
彼
等
の
言
語
感
覚
に
対
し
て
何
か
実
感

が
伴
わ
な
い
、
し
っ
く
り
こ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
を
用
い
な
い
平
声
韻
を
、
或
い
は
意
識
的
に
、
或
い
は
無
意
識
的
に
連

続
し
て
用
い
て
し
ま
っ
た
作
晶
が
こ
の
「
天
馬
賦
」
で
あ
り
、
そ
の
異
常
さ
の
よ
っ
て
来
た
る
ゆ
え
ん
が
感
得
で
き
る
の
で
、
地
域
の

知
識
人
社
会
で
話
題
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
る
と
、
筆
者
は
少
し
く
釈
然
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
作
法
で
は
、
表
現
し
得
な
い
、
は
み
出
し
て
し
ま
う
新
た
な
感
情
、
快
楽
の
あ
り
方
の
受
け
皿
と
し
て
、
従
来

詞
曲
或
い
は
雑
劇
な
ど
の
俗
文
学
の
み
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
軽
蔑
す
る
ゆ
え
に
、
或
い
は
不
慣
れ
な
ゆ
え
に
、

そ
れ
ら
俗
文
学
に
表
現
の
は
け
口
を
見
出
せ
な
い
、
南
方
の
知
識
人
は
、
か
わ
り
に
古
い
革
ぶ
く
ろ
に
新
し
い
酒
を
も
る
よ
う
に
、
辞



賦
、
歌
行
体
等
の
伝
統
的
文
学
の
形
式
を
微
妙
に
変
え
て
表
現
手
段
と
し
た
　
　
　
こ
の
よ
う
な
観
点
が
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
陳
泰
の
こ
れ
ら
入
声
通
押
の
特
異
な
詩
の
殆
ん
ど
を
顧
嗣
立
の
『
元
詩
選
』
は
採
ら
な
い
。
『
元
詩
選
』
の
凡
例
に
い
う
。

「
歌
は
以
て
言
を
永
く
す
、
韻
無
か
る
能
わ
ず
。
十
五
国
の
風
を
陳
ぶ
る
に
、
而
も
其
の
音
甚
し
く
は
相
遠
か
ら
ざ
る
者
は
、
此
れ
以

て
一
定
の
韻
有
る
を
知
る
可
き
也
。
一
変
に
遁
び
て
永
明
の
声
律
と
為
り
、
再
変
し
て
随
唐
の
功
令
と
為
り
、
三
変
し
て
宋
人
の
通
転

と
為
る
、
而
し
て
古
を
去
る
こ
と
遠
し
実
。
元
人
の
韻
を
用
い
る
こ
と
頗
る
清
調
有
り
、
而
し
て
入
声
尤
も
甚
し
。
或
い
は
、
北
方
の

土
語
を
以
て
古
音
を
混
入
し
、
或
い
は
間
越
方
言
を
以
て
謬
り
て
通
用
と
称
す
。
詩
は
即
い
甚
だ
工
み
な
る
も
、
暇
類
免
れ
ず
、
葱
に

特
に
太
甚
な
る
を
去
り
、
以
て
審
音
の
意
を
存
す
と
云
う
」

　
伝
統
的
音
韻
体
系
か
ら
外
れ
た
も
の
は
採
ら
な
い
。
こ
こ
に
『
元
詩
選
』
の
長
所
と
短
所
が
あ
る
。
長
所
は
、
元
代
に
お
け
る
唐
詩

復
興
の
流
れ
が
よ
り
明
確
に
あ
と
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
短
所
は
、
そ
れ
以
外
の
要
素
が
、
読
者
の
目
に
入
り
に
く
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
国
風
の
音
韻
体
系
が
統
一
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
成
員
の
わ
ず
か
な
範
囲
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
の
数
万
倍
の
規
模
を
持
つ
元
代
中
国
全
体
を
同
様
に
律
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
現
実
は
も
っ
と
獲
雑
で
、
不
統
一
で
、
暗
中
模
索

の
中
で
、
多
く
は
中
途
で
消
え
て
し
ま
う
、
新
た
な
種
々
の
志
向
に
満
ち
満
ち
て
い
．
る
。
こ
れ
は
音
韻
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
陳
泰
も
、
文
学
史
的
な
大
局
観
で
は
気
づ
か
れ
に
く
い
形
で
新
た
な
試
み
に
挑
ん
で
い
る
。
筆
者
は
こ
の
こ
と
を
特
に
強
調
し
た
い
。

　
右
に
見
た
陳
泰
の
方
言
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
は
「
天
馬
賦
」
に
つ
い
て
最
後
に
ふ
れ
た
よ
う
に
自
ら
の
出
生
の
地
で
あ
る

「
湖
広
」
い
に
し
え
の
「
楚
」
の
地
へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
「
天
馬
賦
」
を
考
試
官
の
意
に
さ
か
ら
っ
て
「
楚
辞
」
風
に
仕
立
て
た
よ
う
に
、
損
を
招
い
て
も
御
国
柄
を
主
張
す
る
か
た
く
な
な

と
こ
ろ
が
こ
の
人
に
は
あ
る
。
「
留
別
欧
陽
元
（
玄
）
魯
伯
昭
二
同
年
」
詩
で
は
、
二
人
を
同
郷
の
大
人
物
だ
と
た
た
え
、
そ
の
末
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

に
「
我
が
身
も
亦
た
大
国
の
楚
に
生
ず
、
尊
前
歌
を
作
し
能
く
楚
舞
す
。
屈
原
、
貿
誼
今
已
ん
ぬ
る
か
な
実
、
世
間
の
人
才
肝
あ
数
う

『
所
安
遺
集
」
に
つ
い
て

三
一



三
二

可
け
ん
や
」

　
楚
の
人
問
で
あ
る
誇
り
、
そ
し
て
楚
の
人
材
の
少
な
い
こ
と
を
切
歯
掘
腕
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
の
世
代
、
地
方
の
多
く
と
同

様
、
反
元
朝
の
気
持
に
ま
で
た
か
ぶ
る
こ
と
は
な
い
。
次
の
詩
は
そ
う
な
る
一
歩
手
前
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
擬
萢

増
砕
玉
斗
歌
」
で
、
萢
増
に
な
り
か
わ
っ
て
項
羽
の
策
の
な
さ
を
嘆
い
た
後
に
い
う
。

「
鳴
呼
爾
は
漢
の
佐
為
り
今
忠
臣
為
り
、
千
秋
万
歳
今
爾
楚
に
人
無
し
」

　
こ
れ
と
て
楚
の
ふ
が
い
な
さ
を
な
げ
く
に
主
点
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
元
朝
を
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
漢
に
対
す
る
反
抗
心
を
歌
わ
な

い
。
「
擬
虞
美
人
歌
」
は
今
す
こ
し
き
わ
ど
い
。
冒
頭
、
虞
美
人
は
項
羽
に
対
し
て
い
う
。

「
王
は
漢
の
力
に
倍
し
、
王
は
漢
の
時
に
輸
す
」

　
そ
し
て
、
末
尾
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

「
楚
は
猶
お
競
い
号
、
天
は
回
風
す
。
王
は
離
に
乗
り
号
去
き
て
龍
と
為
れ
。
妾
は
骨
を
帰
さ
ん
号
江
東
に
」

い
か
に
も
、
南
宋
が
元
に
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
懐
が
裏
に
あ
る
詩
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
反
元
朝
と
い
う
よ
り
も
、
楚
が
ふ

る
い
た
つ
こ
と
を
期
待
す
る
に
重
点
が
あ
る
と
思
う
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
詩
を
作
る
こ
と
を
許
し
た
、
元
代
の
あ
る
種
の
自
由
さ
こ

そ
を
こ
こ
で
は
見
る
べ
き
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
彼
の
楚
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
、
元
朝
に
対
す
る
反
発
心
よ
り
も
（
そ
れ
が
あ
れ
ば
科
挙
を
受
け
る
は
ず
が
な
い
）
、
北
方
に
対
す

る
異
和
感
を
バ
ネ
に
し
て
生
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、
会
試
の
失
敗
に
よ
る
失
意
か
ら
発
す
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
も
っ
と

生
理
的
な
異
和
感
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
朔
方
歌
」
は
、
冒
頭
よ
り
、
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「
朔
方
の
大
野
何
ぞ
蓼
た
る
哉
、
悲
風
惨
淡
と
し
て
天
従
り
来
た
る
。
初
め
巨
堅
の
如
く
陰
浪
呪
え
、
忽
ち
晴
空
怒
雷
行
る
に
似
た
り
。

厳
風
は
霜
を
吹
き
石
は
為
に
裂
け
、
断
灌
た
る
飛
砂
は
人
の
骨
を
碇
す
」

　
荒
涼
た
る
風
景
を
以
て
始
ま
る
。
そ
こ
に
陳
泰
は
一
人
旅
を
す
る
。

「
万
里
の
書
生
二
十
余
り
、
匹
馬
も
て
来
り
て
朔
方
の
客
と
為
る
」

　
そ
し
て
北
方
の
人
々
の
荒
々
し
さ
に
つ
い
て
つ
い
て
ゆ
け
な
い
も
の
を
感
じ
る
。



「
朔
方
の
人
胆
は
斗
の
如
し
、
才
華
を
闘
わ
せ
ず
身
手
を
闘
わ
す
。
復
た
と
悲
歌
僚
慨
の
声
無
し
、
猶
お
能
く
気
を
使
い
て
難
狗
を
屠

る
」　

む
く
わ
れ
な
い
北
方
の
兵
士
に
出
会
っ
て
と
も
に
涙
を
す
す
る
。

「
朔
方
の
猛
士
気
は
雲
を
凌
ぐ
も
、
白
首
ま
で
辺
を
防
ぎ
て
未
だ
策
勲
せ
ら
れ
ず
。
馬
上
相
い
逢
っ
て
涙
潟
ぐ
が
如
し
。
嵯
あ
、
我
何

を
か
為
ん
朔
方
の
野
に
」

　
末
の
旬
で
、
何
と
も
い
え
ぬ
、
北
方
に
対
す
る
た
え
が
た
い
感
情
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
「
郁
郵
道
上
書
所
見
」
詩

「
馬
は
誰
誰
、
車
は
礒
曝
、
古
道
は
荘
荘
沙
は
撲
撲
。
帽
は
翻
翻
、
柚
は
速
速
、
丁
丁
零
零
西
番
の
経
、
軋
軋
刺
刺
軍
干
の
曲
。
西
番

の
経
、
人
の
聴
く
無
し
、
単
干
馬
上
琵
琶
の
声
」

　
西
域
僧
の
聞
き
と
れ
な
い
お
経
、
異
様
な
音
楽
。
異
国
的
な
環
境
に
あ
っ
て
、
神
経
が
ま
い
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
状
況
を
描
い
て
い

る
。　

こ
の
よ
う
な
異
和
感
と
い
う
べ
き
も
の
に
つ
き
う
ご
か
さ
れ
て
、
南
人
と
北
人
の
ち
が
い
は
常
に
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

『
梅
南
歌
』
に
い
う
。

「
去
年
春
に
随
い
て
江
北
を
過
ぎ
る
、
十
里
春
風
杏
花
白
し
。
北
人
梅
花
を
種
う
る
に
慣
れ
ず
、
失
笑
す
南
人
惟
だ
雪
を
看
る
の
み
と
」

　
し
か
し
、
そ
れ
で
南
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
り
、
楚
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
り
に
凝
り
か
た
ま
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

「
三
月
望
日
、
佼
輿
楚
昭
王
廟
に
て
楽
舞
を
観
る
。
「
落
花
遊
綿
白
日
静
」
を
以
て
韻
を
分
っ
。
静
字
を
得
。
祠
は
楚
昭
王
聖
帝
と
称

す
」
の
詩
に
い
う
。

「
呼
嵯
久
し
き
暴
今
方
に
定
ま
り
、
同
姓
の
秦
、
徐
衰
盛
を
異
に
す
。
君
看
よ
革
屈
復
た
何
か
存
せ
ん
、
猶
お
遺
民
有
り
て
昭
聖
を
奉

ず
」

「
楚
は
亡
び
た
の
に
ま
だ
遺
民
が
居
て
竃
⑧
」
と
い
う
い
じ
わ
る
な
口
調
。
そ
し
て
末
尾
は
、

「
我
聞
く
神
霊
は
本
正
直
、
恐
ら
く
は
掻
依
有
ら
ば
観
聴
を
骸
か
さ
ん
。
春
秋
未
だ
許
さ
ず
王
章
を
僧
す
る
を
、
戸
祝
寧
ぞ
応
に
天
柄

　
『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て
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三
四

を
窃
む
べ
け
ん
」

　
楚
の
人
々
の
象
徴
に
な
る
よ
う
な
昭
王
廟
に
対
し
て
、
オ
カ
ル
ト
的
な
も
の
を
否
定
し
て
冷
淡
で
あ
る
。
地
方
官
と
し
て
、
早
魅
に

際
し
て
、
雨
を
降
ら
す
祈
祷
師
に
対
し
て
は
、
十
分
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
、
オ
カ
ル
ト
的
な
も
の
を
称
揚
す
る
同
一
人
物
が
で
あ
る
。

（
「
飛
電
引
。
簡
を
魯
樵
雲
に
寄
す
。
祈
雨
感
有
り
」
「
謹
海
陽
に
贈
る
。
祈
雨
感
有
り
」
「
龍
南
県
皐
す
。
沈
公
石
室
に
祷
る
に
感
有
り
」
）

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ア
ク
を
も
ち
な
が
ら
も
一
方
に
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
冷
淡
に
っ
き
は
な
す
態
度
は
、
楚
の
地
の
属
し
た
旧
南

宋
に
ゆ
か
り
の
あ
る
遺
物
を
詠
む
詩
に
お
い
て
も
感
じ
ら
れ
る
。

「
趨
子
昂
の
画
馬
に
題
す
る
歌
」
で
は
、
確
か
に
、
南
宋
の
皇
室
超
子
昂
の
絵
の
馬
の
す
ば
ら
し
さ
は
賞
讃
す
る
。
し
か
し
、
趨
子
昂

の
人
と
為
り
に
対
し
て
は
、
末
尾
に
二
句
だ
け
、
「
今
の
画
す
る
者
は
趨
翰
林
、
鳴
呼
三
晋
の
賢
子
孫
」
と
い
っ
て
、
唐
突
に
打
ち
切

る
。
異
様
に
冷
淡
で
、
っ
き
は
な
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。

「
猶
渓
諸
公
と
借
に
、
同
に
青
原
山
に
遊
び
七
祖
塔
に
謁
す
。
歩
韻
」
は
、
龍
南
県
の
近
く
の
青
原
山
に
出
か
け
た
時
の
詩
で
あ
る
。

七
祖
塔
の
近
く
に
は
、
信
国
公
文
山
す
な
わ
ち
文
天
洋
の
詩
碑
が
あ
っ
た
旨
の
序
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
詩
に
は
、
文
天
祥
に
っ
い

て
何
も
詠
ま
な
い
。
た
だ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

「
碑
を
看
れ
ば
忽
ち
悟
る
曹
漢
の
旨
、
人
間
に
向
り
て
万
縁
を
息
め
ん
と
凝
す
」

　
文
天
洋
の
詩
碑
を
見
て
、
愛
国
の
念
が
お
こ
る
の
で
は
な
く
、
遁
世
、
出
家
の
志
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ご
く
最
近
の
過
去

も
、
彼
に
と
っ
て
は
遠
い
存
在
で
し
か
な
い
。
愛
郷
意
識
を
も
ち
な
が
ら
、
ど
こ
か
冷
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
と
し
て
、
筆
者
は

陳
泰
を
位
置
づ
け
た
い
。

　
実
感
に
裏
打
さ
れ
な
い
愛
郷
意
識
は
揺
れ
動
き
や
す
く
、
こ
わ
れ
や
す
い
。
か
か
る
人
々
は
、
や
が
て
愛
郷
意
識
を
越
え
た
万
物
一

体
、
無
差
別
の
境
地
に
、
よ
き
に
っ
け
あ
し
き
に
っ
け
、
容
易
に
至
り
や
す
い
。
筆
者
は
、
そ
の
一
歩
手
前
ま
で
来
た
人
間
と
し
て
、

陳
泰
を
と
ら
え
て
い
る
。

「
万
里
行
」
は
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
恨
む
ら
く
は
身
の
北
方
に
生
ま
る
る
に
及
ば
ざ
る
を
、
門
を
出
で
て
万
里
糧
を
巖
ち
う
る
無
し
」



　
飢
餓
を
詠
む
場
合
も
、
常
に
北
方
と
の
対
比
を
し
、
北
方
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
こ
の
詩
の
末
尾
で
、
美
人
に
代
弁
さ

せ
て
い
う
、

「
蛾
媚
我
が
為
に
歌
う
、
世
事
何
ぞ
必
ず
し
も
愁
え
ん
。
東
辺
に
日
は
出
で
西
辺
に
没
す
、
南
北
に
生
ま
れ
し
人
も
倶
に
白
頭
」

　
結
局
は
南
に
生
ま
れ
よ
う
が
、
北
に
生
ま
れ
よ
う
が
、
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
晩
年
に
到
れ
ば
到
る
程
、
諦
観
と
と
も
に
万

物
一
体
の
境
地
を
詠
む
詩
が
多
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
「
客
に
予
に
語
る
に
衛
生
の
術
を
以
て
す
る
者
有
り
。
其
の
説
、
固
に
流
る
。

此
を
賦
し
て
以
て
之
を
解
く
」
詩
に
い
う
。

「
宇
宙
は
真
に
逆
旅
、
形
骸
は
賛
症
に
同
じ
。
古
人
至
薬
有
り
、
変
滅
は
憂
う
る
所
に
非
ず
。
長
生
本
方
無
し
、
徒
ら
に
智
力
を
以
て

求
む
。
終
時
物
化
を
受
く
、
葬
葬
と
し
て
蝶
と
周
と
な
り
。
周
無
く
復
た
蝶
無
し
、
霊
運
は
千
年
の
儘
」

　
荘
子
ば
り
の
哲
学
に
自
分
の
生
き
方
を
見
出
し
て
い
く
。
晩
年
の
詩
は
北
に
対
す
る
異
和
感
も
う
す
れ
、
思
い
は
広
く
元
朝
の
版
図

全
体
に
飛
ん
で
い
く
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
、
「
天
馬
賦
」
を
作
っ
た
時
の
よ
う
に
。

　
こ
こ
で
、
陳
泰
の
関
心
は
、
全
世
界
の
中
で
特
に
江
南
地
域
に
向
か
う
よ
う
だ
。
「
雲
朋
歌
」
（
「
蒙
古
字
学
江
擦
は
婆
州
の
人
、
其

の
室
に
扇
し
て
雲
朋
と
日
う
。
将
に
江
東
に
帰
ら
ん
と
す
。
詩
の
別
れ
を
為
す
を
索
む
、
因
り
て
雲
朋
歌
を
賦
し
て
以
て
之
に
饅
け
す
」
）

や
、
「
銭
唐
琴
士
江
水
雲
に
送
る
」
の
よ
う
に
江
南
人
士
と
の
交
流
が
深
い
。
実
際
に
、
元
朝
統
治
下
の
も
と
江
南
の
人
間
の
流
入
が

多
か
っ
た
ろ
う
し
、
陳
泰
の
方
の
関
心
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

「
秋
臓
杭
筆
の
恵
み
に
謝
す
」
詩
に
云
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み

「
懐
中
よ
り
出
だ
し
て
使
君
の
句
を
贈
る
、
岳
麓
の
秀
氣
西
湖
に
連
な
る
。
西
湖
の
製
筆
天
下
に
無
し
、
我
遣
や
か
に
至
ら
ん
と
欲
す

る
に
道
路
迂
な
り
」

　
杭
州
の
筆
を
前
に
し
て
、
思
い
は
は
る
か
西
湖
に
ま
で
飛
ん
で
ゆ
く
。
江
南
が
こ
れ
以
後
の
中
国
で
文
化
の
中
心
に
な
る
の
は
ま
ち

が
い
な
く
、
そ
の
流
れ
の
中
へ
自
分
を
一
体
化
さ
せ
た
い
と
い
う
彼
の
欲
望
を
、
筆
者
は
感
じ
る
。
「
偶
成
」
は
そ
ん
な
彼
が
見
た
一

場
の
夢
、

「
足
を
濯
ぐ
黄
河
の
水
、
髪
を
濯
ぐ
済
陽
の
波
。
清
き
者
は
去
り
て
回
ら
ず
、
濯
ぐ
者
は
其
れ
奈
何
せ
ん
。
碧
漢
は
銀
漢
よ
り
落
ち
、

『
所
安
遺
集
』
に
つ
い
て

三
五
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あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

九
天
に
瑳
境
は
分
ら
か
な
り
。
五
湖
に
宮
抱
を
載
せ
て
去
か
ず
、
笑
無
す
江
東
日
暮
の
雲
」

　
巨
人
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
世
界
を
闇
歩
す
る
夢
。
後
の
楊
維
槙
の
楽
府
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
怪
し
い
イ
メ
ー
ジ
。
し
か
し
、
文
明

の
中
心
地
江
東
か
ら
離
れ
て
い
る
以
上
、
夢
は
夢
の
ま
ま
に
消
え
、
そ
の
独
特
の
表
現
へ
の
挑
戦
は
、
「
文
学
史
」
の
枠
の
中
で
は
、

見
直
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
伝
統
的
な
士
大
夫
の
詩
文
の
「
文
学
史
」
か
ら
は
排
除
さ
れ
、
か
と
い
っ
て
庶
民
文
学
史
、
俗
文
学
史
の
中
に
自
己
の
場
所
を
見
出

せ
な
い
、
そ
の
よ
う
な
こ
れ
ら
元
朝
の
小
詩
人
達
の
文
学
を
語
れ
る
観
点
を
筆
者
は
こ
れ
か
ら
も
探
求
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。


